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人文研究大阪市立大学文学部
第 42巻第2分冊1990年 21~38

『落花飛鳥』におけるテ ィエール像

中島廣子

ー

前回はLeCrepuscule des Dieux『神々の黄昏』において Napoleonillナポ

レオン三世がいかなる描かれ方をしているかについてふれたが，今回はその

政治的ライヴァルであった Louis-AdolpheThiersルイ ＝アドルフ ・ティ

エールの登場するLesOiseaux s'envolent et Les Fleurs tom bent『落花飛鳥』

をとりあげ， これらふたつの小説の根底にひそむ作者の歴史観と，両作品の

分かちがたい関連性について述べてみたいと思う。

この小説の筋書きについてはすでに前々回述べたとおりであり，省略する

こととするが，問題の人物ティエールを描写した場面は，第一部の第二の書，

すなわちパリ ・コミューン最後の壮絶な闘いと炎上する首都の光景を迫力あ

る筆致で描いた第一の書に続く箇所においてである。1871年5月末， 「コ

ミューン敗退ののち，血塗られたパリの街は瓦礫の山と化し，なおもくすぶ

り続けた」 (p.43)，そんな混乱した状況下，普仏戦争の敗戦処理のため超人的

な活躍ぶりを示したのが，行政長官に任ぜられていた老ティエールであっ

た。その高名な歴史学者のもとに，戦乱で負傷し捕虜となった主人公の青年

Florisフロリス（実はロシア大公の長子）の探索と助命嘆願依頼のため， ロ

シア宮廷の高官VassiliManesヴァシーリイ ・マーネスが，ってを頼りに訪

れるという設定となっている。

1797年に南仏マルセイユに生まれたティエールには，あわや私生児とな

るべき運命を，父親の正妻の死によって，ぎりぎりのところで免れたという，

きわどい出生のいきさつがある。父親はマルセイユの名士の家の出ながら，

生来の遊び人で，警察に追われるようなことも度々であったらし<,アドル

フ誕生の後も，母子を置き去りにしても平然としていたような人物だったら

しい。いっぼう母方は，大革命の露と消えた詩人，アンドレ ・シェニエとは

(69) 
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縁続きで．ティエールはほとんどこの母方の女性たちにかこまれて成長した

ようである。もうすでにこの時点で．ティエールとナポレオン三世には．な

にやら奇妙な共通点がうかがえる。すなわちナポレオン三世も両親が不仲

で恋多き女性であった母laReine Hortenseオルタンスの女王には華やか

な噂が絶えず．本当にオランダ王の子供であるかどうかは皇室内でも疑わし

いこととされ．おもてだって王に祝辞を述べることすらさし控えられたとか

いう。それに．父王は儀礼どおりに祝祖をうたせることを拒み．子供の洗礼

式にもV．ち合おうとしなかったらしい。したがってナポレオン三世も私生児

に近い冷たい扱いを父から受け，母とその取り巻きという女所帯の中で育っ

ているからである。いおまけに彼は異父弟Mornyモルニー公という純然た

る母の私’I.：．児の助力をえて． 51年のクーデターを決行することとなる。まさ
に双}jとも．みごと役者がそろっていたというところか。

ところでティエールは．奨学金を受けマルセイユの高校で学んだのち．同

じ南仏エクス＝アン＝プロヴァンスの大学で法学を修め．さらにジャーナリ

ストをめざし．大志を抱いて 1821年に友人とパリに上京。その六遍間懺に

は．最初の寄稿文が運よく《LeConst.itutionnel (コンステ，，テューシ•* 
ル紙）》卜に掲載され．わずか二t-四鐵1こLて． シャトーブリアンやラマル
チーヌらと柁んで名前の載る身となったのである。そのうえ 1823年に,..

ヨーロッバの政界で晴躙した大物外交官のタレーランと出合い．好運にもそ

の引き立てにより， 三t•そこそこで名七の列に加わることが出来， 1830年

の七月革命ではルイニフィリップの●立1こ貫戴し．以畿．政界でもめざ菫し

い活●ぶりをみせ｀ 二度も首相を覆めるにいたる。またそのかたわら｀

学者としても大暑をものし．アカデミー会員に遍出され拿さに「すえは博

七か大臣か」という立身出世の暢籍を嶋でゆく経麗の持ち主で

ザックの小脱の畳嶋人鞠で，パリでの成功を●見て「パリと饉の一騎打ちだ」

と叫ぶ冑仏出身の●乏冑年ウージェー累•ド• 9スチニ＊ックのそ.,,ルで

あるとも言われている。1)

D
 

1uraeaブールジ皐の,Jヽ鵬中ではロシア
が． 1B知の闇胴のフ ,~Jl ・アカデ

ブ・ジゴの欄●しで一mm----,,.._
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いる。ただし正確にいうと，小説冒頭の 「プロローグ」において， ヴァシー

リイ ・マーネスの兄弟Ivanイヴァンが，主人公の探索のためティエールに

嘆願書を送り，それに対するティエール自身のコメントが，メモの形で原註

として添えられていることを断っておかねばなるまい。

さて，ティ エールの腹心の友とされるこのジゴなる人物の口調からして，

すでに，当の行政長官との会見がそうあっさりと核心にせまれるわけでない

ことを十分予感させるところがある。なにしろジゴ氏は， 「ギリシャ語や梵語

および古代関係の碩学で，同時に批評もやれば作家でもあり，翻訳や注釈も

手がけるかたわら教壇にたち，学士院会員にして，碑文・文芸アカデミーの

終身書記長などを務める要人であり（…）アルベルトゥス ・マグヌスの注釈

者」 (pp.42-43)，として名高い老学者なのである。

「貴簡を拝見し，直ちにこういう手を打つべきかと考えましたのじゃ。（そ

もそも，お尋ねの御当人が捕虜になっておいでか否かをまずもって確認

するのが妥当でありましょうゆえ）打つべき手は，その青年に関する情報

と特徴をもれなく記した文書を作成することなり，と。すなわち，ティ

エール氏が各裁判所ならびに司法警察文書課に非公式に伝達する類の文書

であります」

（・・・）

「手応えはいまだありませぬ。有り体に申して，貴殿の同情すべき被保護者

に関して，依然何らの足跡も手がかりもつかめぬ点，認めるにやぶさか

でなく …それにまた逆の場合のほうが，むしろ意外なはずでありますから

な。なにしろ書類にしても三万通も出されておるわけで，どこからどう手

をつけるべきかという状態で，まさにこれカファルナウムのごとき雑然た

る有様にて… （…）いや，文字通り波瀾万丈の大悲劇とでも申すべきか…

若君がのう…それも御実子ともあろうお方が…いやはや！ヘラクレスは，

獅子と名のりて暮らしたり…」等々 と吟じてみせ，「ああ，偉大なるかな，

かの老コルネイユ！」（p.43),

といった具合で，かんじんの話題はどこへやらということになり，一向，

話がすすまないのである。そして，ようやく主人公の居所をつきとめ，マー

ネスにその吉報を伝える際にも，ギリシャ ・ラテンの故事 ・銘句をやたらと

引用し．さらにフランスの一地方のただの島の名前を告げるのにも， 「ピエー

(71) 



-24 -

ル ・モワーヌ島でありましたのじゃ・・・いや，まこと， いちど聞けば忘れえぬ

名前にして，ペトルス ・モナクス，またビエール ・ル ・モワーヌ，あるいは

ペトラ ・モナキなどとも申せましょうや」(p.44)，と博学ぶりをひけらかす。

こんな人物の親友であり，学芸の分野のみならず，政治の実権をも握った男

ともなれば，面会ひとつにしても，相当の覚悟を要することは想像に難くな

し‘

なお，ここで注意すべきことは，『神々の黄昏』中でも，ナポレオン三世と

Charles d'Esteカール ・デステ大公の会見の場に，やはり同じようにアカデ

ミー会員で Babinetバビネという実在の科学者を同席させていた事実であ

る。その場面での学者の存在は，皇帝にとって，宮廷に文化的彩りを添えて

くれる「付属的装飾品」のごときものであったはずである。しかしながら，

『落花飛鳥』では，もはやそれしきの引き立て役には甘んじてはおらず，すで

に一国の長と対等の存在としておかれていることである。さりげない形なが

ら， こうした類似の場面をそれぞれの小説に挿入することにより，時代の推

移とそれに伴う社会のあり方の相違を，否応無しに読者に悟らせる仕掛けが

ほどこされているのである。

m 

さて，そんなジゴ氏に伴われて，マーネスがヴェルサイユの知事公邸に行

政長官を訪ねていったのは， ll曜日の二時であった。祖国の非常時とあって．

休戦と講和のたり高齢にもかかわらず，日にニ 卜時間は公務にたずさわる

という，文字通り寝食を忘れての術闘ぶりをみせていたティエール氏は，連

u.朝の四時には起き，夜明け早々から引見を行い自分のために密偵とし
てたち働く警官らからの報告を受け．五時には伝令文に署名をすませ，六時

以降は大臣や官僚や外交官とか将軍らとの打ち合せをすませ， ト一時からは

日曜を除いて毎且 閣議を開き，午後一時よりの界食にも何人かの陪食者を

招き，その1jり後にも何人もの人間との接見をこなし，さらに．．時から議会に

おもむき公開会議や委は会に出席し，夜は夜で晩餐に続くサロンでの接見

など，明けても栢れてもきっちりと決まったスケジュールをこなしていた

というからまさに超人的という形容に値しよう。3) したがって＇小 説中のこ

の箇所の山i会時間ひとつとってみても．きわめてリア リティーを感じさせる
ものであり しかもわざわざ11曜11としたことで，議会は開かれてはいな

(72) 



「落花飛鳥』におけるティエール像 ー 25-

かったろうが，週日と変わらず執務を行なっている長官の多忙ぶりをうかが

わせるには， じつに効果的な設定の仕方であったということになろう。さら

に，「JulesSimonジュール ・シモンおよびGaveauガヴォー， Martyマル

ティ両軍法会議委員らとこもりきりで，いよいよ裁判に駆けられるコミュー

ン指導者に関する膨大な書類を，彼らは自分流にそれぞれ行政長官に読み聞

かせていたのだ」(pp.44-5)という一文に，いかにも切迫した当時の状況が伝

わるようにという，作者の意図が読み取れよう。

そして，いささか待たされ，接見用の部屋に招き入れられた二人の前に，

いよいよ問題の人物ティエール氏が姿をみせる。十九世紀のこの時期の新

聞や雑誌の風剌画の材料として，ナポレオン三世以上にひんぱんにとりあげ

られた彼であるが，写真を見ても戯画化された絵に劣らぬほど特徴のある，

芝居かお伽噺にでも出てきそうな，個性的というのを通り越した， きわめて

変わった容姿の持ち主であったことがわかる。

ほどなく扉があいて， しわのよった小人みたいな人物が戸口に現われ

た。顔は鬼婆頭はキューピーそのままで，低い鉤鼻に眼鏡をかけている。

まさしくアドルフ・ティエール氏そのひとであった。(p.45)

いら ポケ ット・サイズの

身長わずか1メートル55．センチで， 「フランスーの小男」，「小 型代

議士」などと若い頃からからかわれ，両眼鏡をかけ っぱなしにしているのは

野暮とされた当時としてはめずらしく 4)，どの肖像画や写真でも常に眼鏡を

はずさず，およそ粋とはいいがたい姿形から，後にコミューン弾圧の怨念も

あってか 《naingrotesque（醜い小人）》と罵られたティエールであった。

Princesse Mathildeマチルド皇女など，彼のことを《petit》という形容詞づ

くしでこきおろし，「おつむのてっぺんにかきあげた可愛い前髪 (Petit

touper)といい，ちっちゃな鉤鼻(petitnez crochu)といい，ちっちゃな眼鏡

(petites l unettes)から，小さいくせ鋭く甲高い声 (petitesvoix flOtee)や，

小柄な背丈 (petitetaille)にいたるまで，あの元首相ときたら，お偉方

(grand horn me)にしちゃあ，ずいぶんとおチビさん (petit)だことね」5)と

散々な言い方をしているほどである。ナポレオン三世がぼうっと薄目をあけ

たような，はっきりした印象を残さないタイプの顔かたちの持ち主であった

のに比ぺ，一目見れば二度と忘れぬほど，まことに対照的なイメージの人物

ではなかろうか。

(73) 
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ともあれ， オランプ ・ノゴがマーネスを行政長官に紹介し，いよいよ三者

による会淡の場面かそれに続くが． ノゴの社交辞令をまじえたおだてにのっ

たティエールは， この会見の本来の目的の何たるかなどとこへやら，待って

いたとばかり浴々と自説をぶちあける。

「まあ， こう言っては何だが，正規軍が勝利をうる結果に終わったのは．

いささかは当方のったなき技且と労作と知患に頼るところありと考えら

れましょうか。だが，よろしいかな， 一困の長と もなればその政冶形態が

たとえ投族体制であろうと議会制をと っていようとはたまた臨時政府

であれ．共和制であれ，オ ランダ式の総監統治形式であれ．そのいかんを

問わず．市民に選訳されたる統治方式に従い•••さよう，（nJよりも主権を有

する国民によって選択されたるものならば・・・ええと．何の話たったかね…

ジコ令・1d.何かげおうとしてたんだが・・・」(p.45)

といっt.：lーーし合に， I山上の政治(8念を述ぺたてる。ところで彼の主義主張は．

1830りのり＼命の前に《le~cl tional (ナショナル）》紙に掲載した記事の基→・

P.I！念． l.:l：は（t臨すれども款mせず」としてあまりにも有名である。 6)それ
をli1t1:1 J に シ ャルル 1-•'l_l'.'をI~匝より追い． ルイニフィリップを王位につけたも

のの．次第に意のままにならなくな ったこの王に対して． 二月革命し1際にI

極めて冷たい視実1冴．義的立場をと っている。 その帰粘として生じた体制の今—

化についても，本米，オルレアン派斉りの王党派でありながら． 「あらゆる政

体のう ちで．我々の．意見を分裂させることが一番少なかろうから」という理

111で沿こJ~.fll制を選び，約二． I ・年後のこの時期にも lo] じFi!Il1から第三共和制

を選んだとされている。7) した が っ て'\\PO~sibilistc》.《rcvolutionnairc

m() clor6>.<re,•0111l 1onnain!叩 in'aime paヽlaReヽ•olution》などという評価

＾受け．出た「l らも第~Jし；fll制大統伽↑地位につさながら． 「私はいわゆる共

ト1ll．咄体制を実践するところの．el改t.1濠義者と呼ばれる者lだと述べこいるよう
に，保守的でありながら柔杖にII、＼代の動さに反応している。そんな彼し1)政治

｀りが．みごと上に＇ l|川しI..:Uりふに疑縮され，Cいはしまいか。8)それにして

も，（IIlと庄たく↓い． もってまわった1し1関であろう。彼がいかに多弁で

たかは．様々なlilt,｝団のいずれにも欠かさず記されていることで聞き手に

1 Iぶを）さくして説l!llせんとするあ出り．数Miがll:tとを穀えさとすといった

(1） i汎ヽ）jをするのが・1a・でし たとえば．ある本にはこんなエピ

7.1) 
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ソードが紹介されている。すなわち，「諸君，イギリスでは」と言いかけてお

いて，「ご承知のように，それは島国でありまして…」などと，つまらぬこと

にまで蘊蓄をかたむけたがる癖があったようであるg)批評家の Sainte-
Beuveサント ＝プーヴによれば，

ティエールは，何でもよく知っていて，何でも話題にのせ，何でもはっ

きりさせたがる。彼はライン河のどの方面から，次の偉大な人物が生まれ

るかという話をするかと思えば，同時に，大砲には釘が何本打ってあるか

というような話をするだろう。だが， こういうところが彼の欠点だともい

えるのだ。10)

とにかく雄弁なうえ，「話の途中で次々とありとあらゆる種類の別の話を

割り込ませ，まさかと思うようなとんでもない方向へ， しかも， この上もな

く長々と脱線してしまう」 11)というティエールの話ぶりが，小説のこの部分

でも， もうすでに手にとるように描かれているのである。

そして，いよいよ三者の会談が本題に入り，主人公の青年貴族釈放の問題

が話し合われることになるが， このことに関しても，そうした彼の語り口を

紡彿とさせる言い回しが見出される。

「さて，こ こで重大問題が残っておりまして，つまりは今回とるべき措置

の形式そのものについてであります。まった＜任意に法的確認を行なわせ

るのか，我が内閣において閣議決定にもちこむのか，それとも，いっその

ことこちらのほうがより望ましいのでありますが，単なる赦免で控訴棄却

決定が出されるか…ま，当面する問題には， この三通りの解決法が存在す

ることをご考慮願いたいわけでありまして」

「ああ，さすが君だ ！」と，オランプ ・ジゴが感心してみせた。「どんな

言葉のはしばしにも，紛うかたなきフランス精神の神髄たる，あの的確性，

あの明晰さ，あの完璧なる思考のつながりがうかがいとれるではない

か！」（p.48)

こうした会話は，公的な議会での演説にとどまらず，自邸のサロンでのく

つろつだ集まりにおいても同様で，まさに時と所をかまわずといった様子で

あったらしい。ところでティエールは，話し方という面ひとつとってみても，

(75) 
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政治的ライヴァルのナポレオン三世とは対照的だったのではないだろうか。

常に一方が具体性を重んじ，自らの見解を沿々と述べようとするのに対し，

他方はそれを極力さけ曖昧にしておいて，相手の出かたをうかがわんとする

ところがある。ただし，さすがのティエールとても，決定的に重要な事柄と

もなれば事情は異なるようである。そうした時態には， タレイラン仕込みの

したたかぶりを発揮し，政局の真の動向を見極めるまでは動こうとしない。

こんな彼の性格の反映は，小説冒頭の 「イヴァン・マーネスの手記」に付さ

れた，ティエールのメモの形をとった原註の部分にもよく表わされている。

守秘義務こそ国政にたずさわる者について離れぬ宿命である。そうした

者の英知の集梢が，偉人てであっても多彩であっても，結局のところ，適当

に謎で己れの身をつつんでおくことが出来てこそ，生きてくるものであ

り，それは欧州諸国の会議においても，国会の討議の場でも言えることな

のである。 (p.9)

ともあれ，異常なまでの執拗さの点においては，いずれ劣らぬものがあり，

なればこそ曲者ともに，失墜や亡命など失ほの時期を幾度もくぐりぬけなが

ら ， ついに 1 •几世紀のフランス社会において，名実ともに，その頂点を極め

るチャンスを賊みえたのだろう。

IV 

さて，｛orliによらず貪欲なまでの好奇心を示したティエールは，政治家と
してのみならず，歴史家としても大きな渫紐を残している。全卜巻に及ぶ

《Histoirede La Revolution f rancaise (フランス革命史）》（1823-27)を杵
し， 1833年にはノ ディ工を尻11に， いち早くフランス・アカデミーの会員
に選出され，さらには延々l)L巻にわたる人:If,《Histoiredu Consulat et de 

/'Empire（執政政府ならびに帝政時代史） 》（1845-62)をも上梓している。

しかも，そうした附乍によって人金を手にするようになった歴史家として

は，フランスでは彼が初めてのケースであったという。12) 「コンスティ

ナューシ，ネル紙l洛稿のエピソードをはじめ.30年の革命の発火点となっ

た「ナショナル紙Jの-｛牛といい， この1i実といい，出版業界を足掛かりに
して世に打って出ては，利益をつかむ彼の経歴こそ，バルザック以上に十九

(76) 
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世紀という時代の申し子であったといえよう。ともあれ，小説中に挿入され

た行政長官のロシア大公フョードルヘの大仰な表敬の言葉など，かれの大著

の一説をしのばせるところがあり， Andre Leboisははっきりとそれのパロ

ディーであるとしている。13)っまり，

「またフョ ードル大公はと申せば，あの歴戦の闘士，あの軍人としてなら

したお方の雄々しさと堂々たる武勲のことは，識らぬ者とてありますま

い。なにしろ，強国ロシアが赫々たる戦果をあげた例の一連の戦いで，不

滅の栄誉をかち得られたのでありますからな．．．かつまた深慮に富んだ政

治家であられ，行政手腕にかけても練達ぶりを発揮され…コーカサスの

山々にこだまする如く， ファーシスとオクソスの岸辺では，その栄光ある

御名が， ことあるごとに引き合いに出されたものでありました」(p.47) 

といった調子である。

また，好奇心の強い彼はそれだけにとどまらず，学生時代にあまり縁のな

かった理科系の学問にも後に目覚め，第二帝政期には代数学の手ほどきをう

けたり，パリ天文台で星の観察を行なったり， パストゥールの実験を見学し

ノートをとったりもした。14)こうした点でも，ナポレオン三世と共通したと

ころがある。ナポレオン三世もまた前回ふれたように，歴史学の研究を趣味

とし，科学の実験を自ら行なうほどであった。これは彼らに限らず，実証主

義の時代といわれるこの時期の特徴的な側面かもしれないし，歴史学に関し

てもギゾーなどの例にもみられるように，政治家が歴史家を兼ねることは珍

しくなかったわけで，文献学が発達していった時代の風潮の一端を表す現象

なのであろうか。

とにかく ，ナポレオン三世ですら 《historiennational de la France(フラ

ンスの国民的歴史家）》と持ち上げてみせたティエールの研究の対象が， あ

くまでも現代史であったことも興味深い。 ことに， 「いかに人民を統治する

か」という問題に関心を示していた彼は，それをナポレオン一世の生きざま

からも学ぽうとしたようである。ところが，あまりののめりこみように，

メッテルニヒから，《Napoleoncivil (ナポレオンを文官にしたような男）》

とあだ名を進呈される有様で，すっかりナポレオン気取りのところがあった

らしい。15)したがって作中でも，自らの政治的手腕をほめあげる友人のオラ

ンプ・ジゴにむかって， こんな仕草をしてみせる。

(77) 
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「いやだねえ，オランブ君 ！…いつもそうやって，ひとをおだてるんたか

ら！．．．」と呂うと，その政治家は思い切り背伸ひをし，ナポレオンの真似

をして友人の耳をひっばった。(p.46)

そういえばナポレオン一世もティエールほどではないにしろ．紛れもな

い小男であったし．互いに南の人間であったわけで．むしろ甥のナポレオン

-::.1 lJ.より気竹的には近かったのかもしれぬ。おまけに．ティエールが首相に

なった 1836年に． ナポレオンの布告によって起工したバリのエトワール広

場の凱旋門が如戊し． この 「王位ほ奪者」を記念する式典をとり仕切ること

に心I1.I複雑なる思いであったルイ ＝フィリ ップより．一切をまかされたのが

他ならぬティエールなのであった。 さらに 1840年にはこ．度目に首相の座に

ついたがこのり．セント ＝ヘレナ品よりのナポレオンの遺骸帰還問題が

決するはこびとなったのであり．ポナバルトの一家とは因む浅からぬものが

あったことになろう。

サ・ポレオン三世がパリの整備と尖化に たことは有名だがティエーJ

も公 lし1：心J墳湘1在任当時．パリ IIi中の様々なモニュメントの建＆にかか

わっている。 たとえば．先にあげた凱旋門はし~. マドレーヌ寺院やナ、

セー沼やパンテオンなどがあげられ． ことに個＼的にはでドレーヌ寺院の

飾k由で采配をふるった模様である。16)如こぶんにも． ；若い頃から 「コ； ＜ 

丁ィ・J・;¥.ーシ uネル紙」に 「美術股」の批評を連戟しており．アングルやト

ニク [.JI]らの及人(.もぁったのだ力も〇だがその炎的感性たるゃなか』‘

かのもので， しとiし n．旧製マニャ」だったらしく ．
ー・レス：1111t1叫A’lfを依刺したりしていな＂）こ•)した逸話がitれげこそ、 j‘ 

＂砂1/\I赳'l叫暉で． ヅ ．t ）lrt） '•f ユの II，し,:j叫＆U．字控えし')|l恥聞い悩写ひと
-、と ）ヽても，いかに辛辣なi恥 ＇力がなされて い．かかか・、｝かろうと tヽうも、， I,.
ある，）

（ジ：fと

収I:)'ll

(D) ; ¥tn‘;・、1J・はしば 八ヽ （ふ一、と．受付に名前^ ．
.¥ 4！こいたおかりfこ，隣ぐヽは~見、室に招 l ＼れ られ

t78) 
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た。 そこは親しい客人用にあててある部展で， 黄色地の緞 r•浮かし模様の

壁布が張られており， ラファエロのフレスコ画を模写したつまらぬ水彩画

がかけてあった。(p.45)

ここのくだりについては Dreyfusか， エレミール ・プールジュが，コ

ミューンの勝者ティエール氏を忘れかたいほど誇張たっぶりに描写すべく，

特に選んだ背景」であると評している。IS)1872年に閣議を行なったおりの写

真が残されているか，その会議用の長テーフルの背後の照にも，名圃 最後

の晩餐」などの複製とおほしき絵かかけられているのか認められる。イタリ

アはじめヨーロ ッパの各地に度々足を運んだティエールは，ハリ ・コミュー

ンのおり取り壊しの憂き目にあったサン＝ショルジュ広場のn邸に，旅の土
産の様々な美術品のコレクションを秘蔵していたという。その彼の川・斎の絵

を見ても， ぐるりと壁にめぐらした低い醤棚の上には，あまたの占代風彫刻

やトロフィーのごときものかあるかと思えば，東洋風の陶磁器もあり，ルネッ

サンス風の絵画かいくつも飾られており，天球儀のようなものも見当る。19)さら

に，日本の掛け軸なども好んだようで，まさに時代や様式は舌うにおよばず，

本物も複製もとり混ぜて一緒にしても平気だったようで，ナポレオ ン三世と

は趣味の点でもよい勝負だったのではなかろうか。そして，このサン＝ジョ

ルジュの自邸へは， 1848年の革命後， いまだルイ ＝ナポレオンであった皇

帝自身も招待され，晩餐の席に連なる仲でもあったのだ。

この皇帝の 「成り上がり」ぶりもさることながら，ティエールにも常に

《parvenu》というー語がついてまわっている。なにしろ，ヴェルサイユで執

務に励む日々にも，早朝の四時から、まずは厩を訪れるのを日課にしていた

り，県庁の公舎では一国の長にふさわしい生活もままな らないため， ヴェル

サイユ宮殿に移り住みたいとほのめかしたりしたこともあ ったらしいが，

「一介のプルジョワが太陽王の椅子におさまる」などということは国民感情

が許さなかったという。20)とにかく平民出身の身でありながら，ルイ ーフィ

リップの時代より， フランス王家とハプスプルク家との縁組をもくろんで奔

走したり，オルレアン公とマチルド皇女の結婚話をジェローム王にもちかけ

ようとしたり， ヨーロッパ列強の王侯らの動きにも敏感に反応している。

1852年から 1863年にかけては，研究三昧の生活を送りつつ，あちこちと旅

をしながら，各地の社交界にもまめに顔出ししており， ことに普仏戦争敗北

の後，それを頼りに勢力的に欧州各国に助力を求めて回ったことは有名であ

(79) 
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るいしたかって作中でマーネスが， 主人公のフロリスの母 ~1aria-Pia マリ

ァ＝ヒア人公妃より，彼女の長子釈放のため達わされた旨を告げるや．

この言菜に．ティエール氏は努いよく椅子から立ち上かると，大公妃の

こ希望にお答えできるなら望外の幸せ．と慇懃に沼ってみせた。ほかで

ない，久しい以前より祟拝巾し上げる妃殿下の御ためとあらば．と。

「初めてお目どおり廊ったのは．さよう！ 1860年にウィーンてつェル

ディナント人公が催された華やかな祝宴の最中のこと。格別のご好ぷによ

り出兄の光栄に浴したのであります。大公妃は．あまたの王女公妃に取り

巻かれておいでで，オーストリア各地の芙女の群れ集うさま心ただもう

感咬するばかりでありました。なかでも大公妃は当時三十五オ近いお年に

かかわらず．ひと際あでやかさを誇られ．そのお姿を拝見しただけで・

かくも苅柑なお生れにあらずとも，お災しさのみで必ずやそこまて登りつ

められるはずと．思わずにはいられぬほどでありました。 (p.47)

＜門盛んに終辞をおくってみせるあたりは． t.入マルク相手(l)送歩に臨ん

でロシアの援護射黙を喉から手が出るほど欲している1:J攻k目．の誨中を
説者に想像させるに I·•分であろう。しかも．硲ltな身分の人間に対する． 「成

り上がり」¢、Miのしゃらはこばったところが巧みに人現されてもいる。こ
5、して，ついに一介の《pl(!bien》が．王侯中の：l{．i．絶対しり制君主たるロシ

ア人°公家より嘆廊される身となりえたのである。ゎすかその四十年前に 9̀｀
かのスタンダールが， ：E政復＇りの反動的社会に挑んて敗れた《 pltbienr.,・

\'0lt 6 》をヒー r] ーとしておのが作品中に登場させ•こいたというのにで

る。

かくして． 1i激ナポレオン三IItのあとをうけた彼は． もはやかつてのよ:
に己れの I北．に •Eをいただくわけでもなく ． ょうやく名実ともにフラ；9 •Qt·と、．

のIri点にたら．「共和制の1:」．「ちひ．の：l：．さま」なとと椰楡のこもった名
おくられる身分となり．辣腕で知られたあのじ，．、~ルクからも． 「ア ドルフー

|ll.」、lいう皮l利をこめた呼び）jをされるにいたったので
゜

•I 

80) 
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それにしても，ナポレオン三世とティエールというこの二人の異色の政治

家は，何という不思議な因縁につきまとわれてきていることだろう。前回ふ

れたように， 1836年と 1840年の二度にわたり，ルイ ＝ナポレオンは帝位奪

遠をめざして王政転覆をはかったものの，あっけなく挫折している。彼が一

度目の騒動を起こした時政権をになっていたのがほかならぬティエールで

あった。事前に察知し手を回したティエールが，ルイ ＝ナポレオンを逮捕さ

せ， Hamアムの城塞に幽閉させたにもかかわらず，この 「王位羹奪者」の甥

は石工に変装し，バダンゲと名乗って脱獄したいきさつがある。そんなこと

があったのに，ルイ ＝フィリップ失脚後の大統領選挙の際には，ティエール

はこの男を支持する側にまわっている。22)にもかかわらず， 51年のクーデ

ターでは，今度はn分が逮捕される立場となり， Mazasマザスの監獄に収監
され，ついで皮肉にも例のアムの城塞へと移送され，23)祖国追放の処分をう

ける結果となった。その後， ティエールが63年に政界に復婦して七年がた

ち，普仏戦争の危機が勃発し，開戦へと世論がわいた中で，ナポレオン三世

はめずらしくこれに消極的であった。が結局周囲に押し切られ，ティエー

ルひとり梢極的に戦争反対を説いたおかげで，皇帝がプロイセン側の捕虜に

なったあとは再びこの老政治家の出番となった。24)片や中年になって、まさ

かと思う幸運に恵まれ栄華を亨受しえたものの，人生の黄昏で進むべき道が

狂ってしまい，いま一歩のところで転落して果てる。そして， もう一方は，

あわやこ度とトップに返りざくこともかなわぬかと思いきや，運命のいたず

らで最後のひと化を咲かせることが出来たのである。小説中の行政長官のせ

りふに，

い＇ら

「今日どこその歴史学派に祭り上げられておるタレイランにしても 1

般に考えられているほどの大きな役割を果たしたわけのものでもなく，そ

のオ能とても好機に恵まれたなればこそ発揮しえた事実を，証明してこ覧

に人れましょうものを (p.48) 

というところがあるか，いかにも様々な危機をくぐり抜けてきた老人の自

負心を忍ばせる言染である。 H.Lefevreの再に従えば，「彼は大革命や第一

帝政時代の戦争を無駄に研究したのではなかった。チェール氏には戦術と戦

略かあったのだ。（…）用いる手段については，彼はいかなる躊躇もしない。

チェール氏． これこそプルジョヮ国家のあらゆる手段を身につけた，資本主

(81) 
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義社会におけるマキアヴェリスムの権化である」ということになろう。25)と

にかく，両者ともにパ リという世界での 《etranger》であり，むしろ「コス

モポリタン」とか 「ヨーロッパ人」といわれながら，一方が最後にはフラン

スのナショナリズムのゆえに失墜し，残る一方がその愛国主義のゆえに生き

残ったことになる。26)そして， かつてルイ ＝ナポレオンがそこでクーデターを

企てたあのエリゼ宮を， 我が物とする日がめぐってきたという次第である。27)し

かも，ナポレオンが形ばかりとはいえ，いまだ帝政や皇位というデコレー

ションで粉飾せねばならない時代に君臨していたのに比べ，ティエールには

もはやそうした飾りも称号も必要としない，ただの 《Monsieur》の王として

臨むのである。28)これこそ文字どおり，新たな時代の到来を意味する象徴的

な出来事ではなかったか。 しかも，そのためには，パリ・コミューンにおい

て「人民」を弾圧し，「人民の血」を流すという代償を要したのであり，非情

な歴史のパラドックスに支えられたのも事実だった。そしてこの小説は， 「共

和制の王」の出現したこうした歴史的背景をバックに，パリ ・コミュー ンの

闘l：であった一肯年が最も強同な専制主義のロシア大公の地位につくとい
っ， この上もなく皮肉で逆説的なストーリーの展開を見せる。

「あちこちの君主が玉座を追われ，囚われの身になるところを，我々はま

のあたりにしてきたものですが， この村年は幸運にも，その囚われの身か

ら玉座にのぼりつこうとしているのですな。つまりはお伽噺かなんぞのよ

うに，いっきに皇帝の従弟という親王の身分におさまり，大公の称号をう

けるのでありますから」 (p.48)

以上，今1111まで江nlにわたり，エレミール・プールジュの代表的作品二作

をとりあげ論じてきたが， IIt紀木に淋かれたこれらの小説においては，輝か

しい伝統と純血を誇る「神々」の木裔たるドイツ人公と．「成りヒがりの」皇

帝ナポレオン て1化 さらには「正」でも「屯帝」でもない 《Monsieur》のティ

エールという登場人物が配されていた。そこで．それらの人物像の描写のあ

り）jを比較検討することによって． I・几世紀という時代がいかなるもので

あったかという，作者の冷徹で確かな歴史観が浮かび上かってきたかと思

う。 Maxime du Campは，，ぅ．「帝政の失呟こそ， I・し世紀ならE位継承戦
と呼ばれたかもしれないものに．ビリオドを打つこととなったのだ」．と。そ

して，「我か1l4においては，持続しつづけるものとて何ひとつな<,Inuの偶

(82) 
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像が明日のいけにえとなり，カビトリウムの丘がいつのまにか姿を変え阿鼻

叫喚の石段と化し，過去はいかなる教訓ももたらすことなく，未来とて何ら

の展望も示しえない」とも述べている。29)実際，この小説の中でも，青年大公

として領地のひとつに居を構えた主人公の身辺にも，様々な悲劇が次々とも

ちあがり，絶対王政の崩壊の兆しを思わせる暗いかげが忍び寄る。そこで，

そうした旧体制を捨て，世界一周の旅に出たフロリスが最後にたどりついた

のが，いまだ揺るぎない専制支配を誇るアラプ世界であった。メッ カとメ

ディナに近い港町ジェッダにあって，大公とその忠臣マーネスが，はるか

ヨーロッパの社会をふりかえり， ことにフランス大革命よりはや百年を経，

幾多の政変や革命に彩られたその歴史をかえりみて， こう結ぶのである。

「王権の失墜が迫っているとでも？共和政体の到来とでも言われるか？

ふふん，共和制であれ王政であれ，役どころは違っても芝居は同じ．．．（…）

やはり，真の君主，人民の不滅の暴君は，（…）『資本』と「国家』なのであ

ります。（…）事実，これら不公平の巨人を誰が倒せるものでしょうか？

（…）暴政に圧迫され，踏みつけられ，痛めつけられながら，社会主義者や

共産主義者や集産主義者といった下層民らの使徒，来るべき時代の見者が

こぞって求めるものは，まだもっと冷酷な暴君であります。なぜなら，そ

れは特定の個人を越えたものであり，絶対王政国家，福祉国家，多くの目

をもったアルギュスのごとき監視国家公共の幸福につながる偉大な工業

国家といったものだからです。（…）たとえ，利己主義という旧人類が刈り

取られ，完全な異変ののち， ドラゴンの歯からおびただしい新人類がこぼ

れ出してきたとしても，それらの人間が神話どおりに雌えば，畝の外に出

て戦列が乱れたとたん，そのうちのある者が，残りの者を指揮し命令する

にいたりましょう。平等が人間精神の理想であっても，不平等が人間の心

の性向であるかぎりは，平等の夢など，ただの夢物語，世界というものは

カのうえに成り立っているのですからな」 (pp.342-342)

クリミア戦争や普澳 ・普仏の両戦争を体験し，イタリア独立など， ヨー

ロッパにおける「国家」という概念が大きく変貌しゅくところに立ち会い，

かつ自国の内乱を目撃した世紀末の人間にとって，行く末に確固たるヴィ

ジョンも描けないまま， 目前の繁栄に束の間の刺激を求めざるをえなかった

のが実態であろうが，そんな彼らの存在が何によってたつものなのかを当

(83) 
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時の読者らに容赦なく問いなおさせる要索がこれらの小説の根底にはあるの

である。

岬 lテキスト ーEll:mirBourges: L邸 Oiscam・s’.cnuoknt ct l¢ Fleurs 

.tombcnt, Mercure de France 1964. 

ただし． LesEditions G. Crぶ 1921版をも参照。
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